
平成22年度 東京学芸大学附属特別支援学校研究協議会

生涯発達支援学校としての授業実践
―新たな指導計画をうむ授業づくり―

期 日 平成２３年１月２８日（金）
会 場 東京学芸大学附属特別支援学校及び成美教育会館
日 程

講 演 「○△□で学ぶ授業づくり-授業研究者の視点から-」
千葉大学教育学部 太田 正己 教授

ごあいさつ
本校では、この３年間「生涯発達支援学校としての授業実践」を主題にして、生涯発
達支援という視点から各学部における授業のあり方や教材教具の開発等に取り組ん
でまいりました。とくに今年度は「新たな指導計画をうむ授業づくり」をサブテーマとし、
授業の評価を指導計画の改善にむけてフィードバックし、さらにそれが次の授業づくり
に生かされるＰＤＣＡサイクルの確立を意識して取り組んでいます。

ご多用のことと存じますが、多数の皆様方のご参会をいただき、ご指導・ご助言を賜
りますようご案内申し上げます。

平成２２年１１月 東京学芸大学附属特別支援学校校長 朝倉 隆司
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講演概要
特別支援教育の授業も、子どもと教材と教師が相互に影響し合い展開される。授業
を説明するとき、この三者を頂点として双方向の矢印を辺として結び「授業の三角形
モデル」が用いられる。このモデルで考えると、部分的な、あるいは全体的な改善で授
業がよりよく変わる。本講演では、○△□から学び、特別支援学校のよりよい授業づくり
について考えてみたい。
【著書】『特別支援教育の教師のための授業づくり』（明治図書出版，２００９）

『RP法で特別支援教育の授業を効果的に高める』（黎明書房，２０１０）



申し込み方法
・FAX：同封の申込用紙にてお申し込み下さい。
・Mail：下記の内容をご記入してお申込み下さい。
①「研究協議会参加申し込み」②お名前③ご所属④ご住所
⑤電話・FAX番号⑥参加希望分科会⑦お弁当の要・丌要及び個数

申し込みの締め切り
・平成２３年１月１７日（月）

費用
・参加費：２０００円 お弁当代：８００円（ご希望の方のみ）

問い合わせ先
東京学芸大学附属特別支援学校
〒２０３－０００４ 東久留米市氷川台１－６－１ TEL/FAX ０４２－４７１－５２７４/５２７５
URL：http://ns.yougo.u-gakugei.ac.jp Mail：sskenkyu@u-gakugei.ac.jp

会場案内

研究授業/公開授業
10:20～11:20

•研究授業：課題遊び（象徴遊び）

幼稚部

幼児期の人間関係の

発達を促す遊びの授業Ⅱ

•研究授業：音楽（星組）・国語算数（空組）・お
話で遊ぼう（海組）

小学部

子どもたちのコミュニケーションの

充実を目指した授業づくりⅢ

•研究授業/公開授業：国語（グループ別）

中学部

学び合いを意識した「国語」の

授業づくり

•研究授業/公開授業：くらし
（被服・すまい・調理）

高等部

生徒の生活によりそう「くらし」の

授業づくり

分科会
12:45～14:45

•今年度は、左記テーマにおける２年次で、研究授業では、
幼児たちが主体的に関わり合う人形を用いたふり・見立て
遊びを展開したい。分科会では、人形遊びの教育的効果
についてさらに掘り下げ、幼稚部の指導計画に新たに位置
づけて提案したい。【共同研究者：伊藤良子先生・橋本創
一先生・藤野 博先生】

幼稚部

•今年度は、学習支援教科学習において、コミュニケーション
支援を意識した授業づくりを各学級ベースで検討してきた。
分科会では、授業研究会及び小学部段階におけるコミュニ
ケーション支援の在り方について議論していきたい。【共同
研究者：大伴 潔先生・奥住秀之先生】

小学部

•今年度の取り組みは生徒の実態把握、グループ編成、課題
の整理を通して、国語の学習と他教科の関係性を探り、指
導計画立案に至る経緯を考察した。本校中学部の「国語」
の授業の参観をもとに、各学校での「国語」についてのご意
見を頂き討論できればと考えている。【共同研究者：小池敏
英先生・小林 巌先生・伊藤友彦先生】

中学部

•高等部では、生徒の卒業後の生活自立をめざし、「くらし
（実技）」の授業を行ってきた。分科会では、生徒の生活実
態からの学習課題の設定、学習したスキルを実生活で生
かしていく方法等を含めて、授業づくりや授業改善につい
て協議できればと考える。【共同研究者：渡邊健治先生・濱
田豊彦先生】

高等部


